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Cronkhite-Canada症候群にともなう消化管病変
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解説 Cronkhite-Canada 症候群は，消化管ポリープに脱毛，手指の色素沈着および爪甲萎縮をともなう，比
較的まれな原因不明の非遺伝性疾患である．下痢，腹痛，食思不振から低蛋白血症のみられる例から，主に上部
消化管内視鏡検査で見つかることが多い．図 1のように，その胃（図 1-a）および十二指腸所見（図 1-b）より
多発性ポリポーシスをみとめ，さらにその特徴的外観（爪甲異常：図 1-e，色素沈着症例 1-f）と食道をのぞく全
消化管（小腸：図 1-c，大腸：図 1-d）に，粘膜固有層の浮腫状変化と�胞性の腺管拡張および炎症性細胞浸潤を
ともなった若年性ポリープあるいは過形成性ポリープに類似した非腫瘍性ポリープをみとめることが多い．一
方，図 2のように非定型的な症例もあり（胃：図 2-a），これは，遺伝性消化管ポリポーシスとして PTEN 遺伝
子変異をともなうCowden 病に類似した病変であり，本症例は高度の蛋白漏出性胃腸症治療のための胃全摘術 6
年後の食道空腸吻合部（図 2-b）に過形成性ポリープ，Roux-Y 輸出脚内の小腸（図 2-c）に小腸癌の発生など，
悪性腫瘍の合併がしばしばみられるので注意を要する．
図 1 上部消化管内視鏡では，胃底腺領域（1-a）をはじめ胃全体に浮腫状の無数の無茎性ないし亜有茎性隆
起をみとめ，十二指腸（1-b）にも小隆起が多発している．小腸内視鏡でも（1-c），小腸粘膜は空腸から回腸末端
までびまん性に浮腫が強く，絨毛 villi はやや白色調に顆粒状に腫大しており，また全大腸にやはり浮腫状の無数
の無茎性ないしは亜有茎性隆起が密集性あるいは非密集性に散在し，過形成性ないしは一部，腺腫性ポリポーシ
スの形態をとる．
図 2 上部消化管内視鏡では，胃内に有茎性で表面に粘液が付着した浮腫状の無数のポリープを認め，胃の切
除標本では（2-a）無数の肥厚したポリープのため胃全体が巨大化している．同症例の胃全摘術後 6年目の食道
空腸吻合部に（2-b）過形成性ポリープおよびRoux-Y 輸出脚内の小腸内（2-c）に腺腫様隆起性病変をみとめ，
小腸腺腫に混在して腺癌の発生をみとめた．
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